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大仙市議会企画産業常任委員会会議録 

 

日 時 平成３０年６月１３日（水曜日） 午後１時２５分 ～ 午後３時５６分 

 

会 場 互助会館３階 第１会議室 

 

出席議員（７人） 

 ６番 秩 父 博 樹   ８番 冨 岡 喜 芳  １２番 小 山 緑 郎 

１７番 児 玉 裕 一  ２１番 渡 邊 秀 俊  ２５番 鎌 田   正 

２７番 橋 村   誠 

 

欠席議員（０人）       

 

説明のため出席した者 

企画部長 五 十 嵐 秀 美  総合政策課長 佐 々 木 隆 幸 

総合政策課主任 藤 谷 拓 巳  広報広聴課長 冨 樫 真 司 

広報広聴課主幹 嵯 峨 美 保 子  広報広聴課副主幹 木 村 愼 吾 

まちづくり課長 田 口 美 和 子  まちづくり課副主幹 高 山 知 洋 

農林部長 福 田  浩  農業振興課長 渡 辺 重 美 

農業振興課参事 佐 藤 和 好  農業振興課参事 杉 山 真 矢 

農林部次長兼農林

整備課長 

田 村 一 彦  農林整備課主幹 佐 々 木 直 樹 

農林整備課主査 新 田 知 幸  協和支所農林建設課長 稲 葉 久 則 

経済産業部長 高 橋 正 人  経済産業部次長兼企業

商工課長 

小 松 正 美 

企業商工課副主幹 佐 藤 正 則  観光交流課長 大 沼 利 樹 

観光交流課参事 深 谷 美 穂 子  観光交流課主幹 山 崎 兼 人 

観光交流課副主幹 川 越  裕  協和支所市民サービス

課長 

堀 江 孝 明 
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議会事務局職員出席者 

主 席 主 査 佐 藤 和 人    

 

審査案件 

１ 議案第７５号  辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

２ 議案第７６号  平成３０年度大仙市一般会計補正予算（第１号） 

３ 議案第７７号  平成３０年度大仙市一般会計補正予算（第２号） 

４ 閉会中の継続審査（調査）の申し出にかかる事件について 

５ 委員派遣の承認要求について 

 

          午後１時２５分 開  会 

○委員長（秩父博樹） お疲れ様でございます。 

  本日は、大変ご多用中のところ、お集まりいただきましてありがとうございます。 

  気温３０度を越えたり、今日みたいに寒くなったりと、気温差の激しい季節です。体

調管理には十分注意して職務に当たられるようお願いいたします。 

只今から、企画産業常任委員会を開会いたします。 

遅刻の届出が、１２番小山緑郎委員よりありますので、ご報告いたします。 

 今次定例会の委員会審査の日程につきましては、お手元に配付の日程表にしたがって

審査してまいります。課ごとに説明終了後に質疑を行い、討論・表決につきましては、

一括で行うことといたします。正確な会議録作成のため発言の際は、挙手の上マイクの

スイッチを入れてからお願いいたします。 

 

○委員長（秩父博樹） はじめに、企画部長より挨拶があります。五十嵐企画部長。 

○企画部長（五十嵐秀美） 常任委員会開会にあたり、一言ご挨拶と報告をさせていただ

きたいと思います。 

  昨日、議員説明会で秋田新幹線の期成同盟会、整備、新幹線の同盟会を説明させてい

ただきました。その中で昨日の魁新聞の方で、秋田県と岩手県の対応で、即答貰えなか

ったという話の部分を我々情報得ている限りの部分で話させていただきたいと思います。

我々説明した時にも県は負担金が生ずるというところで、多分国の方に要望しますと岩
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手県と秋田県に跨っている新幹線ですので、まずトンネルの部分は約半分半分と言われ

ているようです。秋田県側と岩手県側１５キロ、それにしても岩手県側に負担金が生ず

るらしいんですよ。秋田県の試算では。その額は我々の方には明示されてないんですけ

れども、それについて岩手県側が負担金が生ずるだろうなというところで、多分即答は

しないというところで、記事の方では知事が岩手県知事の方に要望活動に入るというと

ころで、県側の事務サイドでは負担金の額を想定しながら、秋田県と岩手県側の額を想

定しながら、秋田県が、路線を見ても延長が長いし、駅も岩手県２つ、秋田県が４つ駅

を持っています。その割合で負担金を按分できないかとか、トンネルで半分半分ですの

で、例えば２億来たら１億ずつとか、そういう、そのものを持って行かないと県として

は出来ないようです。秋田県では、応分の負担をしないと岩手県側は納得しないだろう

なというところで、岩手県側が即答しなかったというところで、我々県単位の部分につ

いては、県の方になんとかお任せして、期成同盟会の方にも加入していただくように秋

田県の方には強く我々も要望してるところです。それと明日、最終的に市長が滝沢市の

方に、滝沢市も沿線になってますので、ご挨拶に行くというところで、明日最終的に岩

手県側の方の市町については、全部回ることになりまして、たまたま老松市長、滝沢市

の市長さんと行き会った時には「いいよ」という返事で、多分明日はすんなり期成同盟

会の方にも加入いただけるのかなというところで、市町については、なんとか期成同盟

会の方に全部が加入していただけるのかな、それには負担金が無いという考え方で市町

の方は、期成同盟会の方には全員が、全市町村というところで入ってくれるのかなとい

うふうに思って、７月１８日期成同盟会予定通り、総会並びにシンポジウムを開催する

予定でございます。岩手県側の方に上手く県の方で通れば、岩手県側の衆議院の方であ

ったり、参議院の方であったり、ご案内して、期成同盟含めて要望活動を強めていきた

いなというところで今現在進めているところです。 

  さて、本日の案件ですけれども、単行案１件、辺地に係る計画変更ですけれども、改

良舗装に伴う計画の追加となっております。それと補正予算では、総合政策課は期成同

盟会に係るシンポジウムであったり、これから要望活動する旅費等となっております。

それと花火資料館、竣工式を迎えますので、今週迎えますし、それに伴って、勤労青少

年センターの解体をしなければできないという予算になっております。それと、次に広

報広聴課では、今年新設された課であります。それとＳＮＳ、ブログの発信で、大仙市

をＰＲしていくために職員の研修含めた旅費も今回に補正予算でお願いしております。
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それと今まで秋田空港の方に何も大仙市の看板が無い、看板というかＰＲ用がなくて、

それを今回、今後は広報広聴課がそういったＰＲ含めて、担っていくのかなというとこ

ろで、補正予算の方にも盛り込ませていただいております。それと、まちづくり課の関

係では、移住定住の補助金がものすごく活用があって補正しなければできない現状と、

太田地域でコミュニティのテントが採択なったというところで、それの補正含めて、こ

の後課長の方から詳細説明があります。主にこういった内容で本日企画部全体の事業な

りますけれども、この後よろしく審議の上ご承認賜りますことをお願い申し上げ、開会

の挨拶とさせていただきます。よろしくお願いします。 

 

○委員長（秩父博樹） ありがとうございました。 

それでは、議案審議に入ります。 

議案第７５号「辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について」を議題といた

します。 

当局の説明を求めます。佐々木総合政策課長。 

○総合政策課長（佐々木隆幸） 総合政策課の佐々木隆幸です。よろしくお願いします。 

  はじめに、今日出席しております、当課の職員を紹介します。 

  政策調整班の藤谷拓巳主任です。よろしくお願いします。 

 それでは、資料ナンバー１、議案書の１２ページをご覧願います。 

  議案第７５号、辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について、ご説明申し上

げます。 

  本案件は、中仙地域大神成地区内の市道について、辺地対策事業債を活用して改良舗

装する事業を実施するために、その内容を盛り込んだ「総合整備計画書」を策定する必

要があることから、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関

する法律、第３条第１項の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

  この計画書については、手続き上のルールに基づき、県への事前協議を４月に行って

おりましたが、５月２日をもって協議が整ったことから、今次定例会に計画書を提出し、

議決を頂くものであります。 

  この計画書は、議決をいただいた後、総務大臣の方に提出する運びになります。 

 資料を１枚めくってもらい、１３ページになります。 

  中仙地域、大神成地区の辺地に係る「総合整備計画書」になります。 
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  辺地地域の人口は３５７人。 

面積は２．４平方キロメートルです。 

 １番の辺地の概況ですが、構成する字名は、記載のとおり、大神成字、扇形山
おうぎなりやま

からフ

カウヂまで。 

  中心の位置は、大神成字前田４１番地２。 

  辺地度点数は、１８１点です。 

 ２番の整備を必要とする理由ですが、地域住民の主な交通手段は自家用車であります。 

  地域と国道１０５号線を結ぶ道路の「 紫 嶋
むらさきじま

 上ノ山
か み の や ま

線」及び「山
やま

回
まわり

１号線」は、駅

や中仙支所への主要道路であります。 

  しかしながら、路面の破損箇所が多数あるほか、幅員も狭隘であり、住民の通行や緊

急車両の運行、冬期間の除雪作業などに影響があることから、今回整備を行うものであ

ります。 

 ３番の整備計画ですが、平成３０年度から３４年度までの５カ年計画となっておりま

して、記載の２路線を改良舗装するものです。 

 事業費は、３，３００万円。財源は一般財源になりますが、全額、辺地対策事業債を

充てる予定であります。 

  この辺地対策事業債は、対象事業費の１００パーセントを起債充当することできまし

て、借入後の元利償還金の８０パーセントが交付税措置されるものであります。 

 次に、１４ページになります。 

  年度別事業計画書になります。 

  大神成辺地は、記載の路線の全体事業費が３，３００万円、全体事業量が道路延長３

２７メートルでありまして、事業期間は平成３０年度から３４年度までの５年計画とな

っております。 

  この路線の一部は、平成１９年度から２３年度にかけて、すでに整備した区間があり

ます。 

  平成２９年度までの累計の欄になりますが、事業費９，８１１万円で、道路延長８２

８メートルを改良舗装しております。 

  平成３０年度は、「山回
やままわり

１号線」の道路延長８７メートルを改良舗装するための測量

設計業務委託を行います。 

  事業費は、２００万円になります。 
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 １５ページになりますが、３１年度は、３０年度に測量設計した区間を、改良舗装す

る工事を行う予定です。 

  事業費は６００万円になります。 

  ３２年度は、「 紫 嶋
むらさきじま

 上ノ山
か み の や ま

線」の道路延長２４０メートルの測量調査設計を４００

万円で実施します。 

  ３３年度は測量設計した区間のうち、１４０メートルの改良舗装工事を事業費１，２

００万円で実施します。 

  また、３４年度は１００メートルの改良舗装工事を、事業費９００万円で実施する計

画であります。 

 １６ページになります。本計画の策定理由書になります。 

  記載内容は、これまでご説明したもとの同様であります。 

 １７ページになります。辺地整備する計画図、位置図になります。 

  平成３０年度と３１年度に実施する「山回
やままわり

１号線」の工事区間は赤い線で記載してお

ります。 

  一方、３２年度から３４年度実施予定の「 紫 嶋
むらさきじま

上ノ山
か み の や ま

線」の工事区間については、

黄色の線で記載しておりますので、ご確認いただきたいと存じます。 

 以上、議案第７５号の中仙地域「大神成辺地に係る総合整備計画の策定」について、

ご説明いたしました。 

  よろしくご審議のうえ、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○委員長（秩父博樹） 説明が終了いたしました。これより質疑を行います。 

質疑のある方は、どうぞお願いいたします。はい、渡邊委員。 

○２１番（渡邊秀俊） 辺地の対象地は他にもいっぺあると思いますけれども、対象とな

っているところはこの他にもあるんですか。 

○委員長（秩父博樹） はい、佐々木課長。 

○総合政策課長（佐々木隆幸） 渡邊議員のご質問にお答えいたします。 

辺地につきましては、大仙市におかれましては、現在２８箇所あります。 

２７年度までは、南外の方に１箇所あったんですけれども、そこの人口がですね、辺

地の条件になる人口というのは、中心地域の区域内の５０人以上というふうになってお

ります。人口等の減少によりまして、その区域が５０人を切ってしまったということで、

辺地の方がなくなりまして、現在２８地域が指定されている状況であります。 
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○委員長（秩父博樹） はい、渡邊委員。 

○２１番（渡邊秀俊） ５０人いねば、僻地どが過疎地どがなるいじが。かえってそっち

さちゃんとしたどごろ作ってやねばねんた、行政側的にはな。人数少なぐなればそのう

ちねぐなるだろうがら、他さじぇんこまわすってわけだ。 

○委員長（秩父博樹） はい、佐々木課長。 

○総合政策課長（佐々木隆幸） 議員おっしゃるとおりでございますけども、まず今回の

過疎債なり、辺地債という中には一つのルールがありましてですね、今回辺地債という

ものにつきましては、そういう人口条件、それから点数がこうあるんですけれども、中

心地から市役所までとか、病院、それからバス停とかですね、それぞれの区間で数値化

しまして、その点数が１００点以上というふうに見られます。先ほど私、大神成は１８

１点というふうに言いましたけれども、この点数も１００点未満になると辺地の方から

外れてしまうというふうなかたちになります。何卒その制度の方の内容につきましてご

了解願いますようお願い申し上げます。 

○委員長（秩父博樹） はい、渡邊委員。 

○２１番（渡邊秀俊） 他に同時並行してやっているところは他にあるんですか。 

○委員長（秩父博樹） はい、課長。 

○総合政策課長（佐々木隆幸） 現在大仙市内におきましては、昨年まで同じ中仙の栗沢

辺地がありました。そこが終了しまして、今回大神成辺地というふうになっております。

それ以外の地域の辺地はありません。ですので、大仙市内におきましては、今年度は大

神成辺地のみになります。 

○委員長（秩父博樹） はい、渡邊委員。 

○２１番（渡邊秀俊） 担当違うかもしれねども、総合政策だがらっしよ、やっぱりさっ

き言ったあの、１００点以下、あるいは５０人以下で、じぇんこねして、辺地のあれに

もなんねども、改良して欲しいというやつさ、なかなか応えられないと、そういうこと

やっぱりちょっとうまぐねべがらよ、明日の日ねぐなる部落だば仕方ねべども、５０人

だら５０人で一生懸命そこで住んでるべがらっしよ、そこのあたりやっぱり総合政策で

きちんと年次計画立てて、ただのじぇんこでねども、この年はこの方やるというような

計画を立てておいでもらいたいと思います。 

○委員長（秩父博樹） はい、課長。 

○総合政策課長（佐々木隆幸） 大変ありがとうございます。そのとおりでございまして、
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たまたま財源が辺地債を使うということでありまして、道路改良につきましては、大仙

市は必要な道路の整備につきましては優先的に行っております。たまたま今回の件は財

源を当てはめるために辺地債ということでありますけれども、一般財源を使ったもの、

それから有利な県国の補助等を使いまして、必要な道路整備は行うことになっておりま

すので、総合政策課、財政課、それから担当課におかれましても、一緒になりまして整

備を進めていきますので、ご了解お願いします。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございませんでしょうか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） なければ、質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論はありませんか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） 討論なしと認めます。 

  それではお諮りいたします。本件につきましては、原案のとおり可決することにご異

議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） ご異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

 

          （１２番小山緑郎委員 入室） 

○委員長（秩父博樹） 次に、議案第７６号「平成３０年度大仙市一般会計補正予算（第

１号）」を議題といたします。 

当局の説明を求めます。佐々木総合政策課長。 

○総合政策課長（佐々木隆幸） それでは、議案第７６号「平成３０年度大仙市一般会計

補正予算（第１号）」のうち、総合政策課が所管する補正予算について、ご説明申し上

げます。 

 資料№２「補正予算書〔６月補正〕」の１０ページをご覧くださるようお願いします。 

 歳出の予算になりまして、２款の総務費になります。 

  款項目、事業名でありますが、２款１項１０目１０事業の企画管理費になります。 

  補正前の額が１０５万円に対し、補正額として、１０３万６千円を増額し、補正後の

額を２０８万６千円とするものであります。 
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  この「企画管理費」は、企画部に組織する５つの課のコピー機やプリンターの維持費、

職員の出張旅費など、事務経費を計上している科目であります。 

  今回の補正としましては、当委員会の所管事務調査に合わせて開いていただいた委員

会協議会、及び今次定例会初日の議員説明会で説明しました「秋田新幹線防災対策トン

ネル整備促進期成同盟会」の設立におきまして、設立総会、記念シンポジウムの開催費、

並びに国への要望活動等に関する経費について、補正をお願いするものであります。 

  ご案内のとおり、秋田新幹線は平成９年３月に開業して以来、本市と首都圏等を結ぶ

重要な路線でありますが、奥羽山脈を横断していることから、豪雨や豪雪、強風などの

影響を受け、度々、安全かつ安定的な運行に支障をきたしております。 

  このため、ＪＲ東日本では、平成２７年度に現地調査に着手しまして、その結果を２

９年１１月に秋田県に報告しております。 

  田沢湖駅から雫石町の赤渕駅までの区間のうち、約１５キロにおいて、防災対策トン

ネルの整備を計画していると伺っております。 

  先日の秋田さきがけ新聞によりますと、ＪＲ東日本では、総事業費が約７００億円、

短縮時間は７分程度と見込んでいると、知事がコメントしておりました。 

 こうしたことから、秋田県岩手県の沿線自治体、及び近隣自治体、経済団体等が、「防

災対策トンネル整備促進期成同盟会」を設立しまして、整備が早期に実施されるよう、

県と協働で要望活動を進めていくものであります。 

  今回、これに関する経費の予算補正をお願いするものであります。 

 具体的には、予算書の「節」の欄になりますが、同盟会設立記念シンポジウムの講師

謝礼として、報償費を２２万３千円、国への要望活動の職員旅費として４１万１千円、

ＰＲ用のぼり旗や要望書の作成にかかる消耗品として、需用費を２０万２千円、設立総

会及び記念シンポジウムの会場借り上げ料として、２０万円になります。 

  なお、設立総会の期日は、７月１８日を予定しております。 

 続きまして、１５ページをご覧くださるよう、お願いします。 

  １０款の教育費になります。 

  款項目が、１０款５項５目２３事業の「花火伝統文化継承資料館等整備事業費」であ

りまして、資料館整備エリアにある「勤労青少年ホーム」の解体工事に関する予算を補

正するものであります。 

  補正前の額が、３億６，１４０万５千円に対し、補正額として、１，９５５万７千円
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を増額し、補正後の額を、３億８，０９６万２千円とするものであります。 

  財源内訳としましては、地方債は、合併特例債を充てる予定で、１，８５０万円、残

りの１０５万７千円は一般財源になります。 

 大変恐縮ですが、お手元の資料ナンバー２－１「補正予算書〔６月補正〕主な事業の

説明書」の５ページをご覧くださるようお願いします。 

  ４番の欄を中心にご説明します。 

  昨年から整備を進めてきた、愛称「はなび・アム」でありますが、５月いっぱいで工

事が完了し、今週末の６月１６日に竣工式を執り行います。 

  その後、机やいす等の備品搬入のほか、３階の花火資料展示物の準備、産業展示館に

おける企画展の準備、職員による施設機器の操作研修や来館者への案内研修などを行い、

８月５日の大安の日に、オープニングセレモニーを開催する予定であります。 

 今般の補正予算でありますが、秋冬にかけて「はなび・アム」来館者用の十分な駐車

スペースを確保するために「勤労青少年ホーム」を解体する予算になります。 

  青少年ホームは、昭和４４年に建設され、築４９年を迎えた建物です。 

  一部の部屋で雨漏りや電気設備に不具合が生じるなど、かなり老朽化が進んでおりま

す。 

 ２９年度予算で、解体工事に関する実施設計業務を行っておりまして、その結果を受

け、今回、補正予算の記載のとおり、解体工事請負費として１，８７５万円、工事に伴

う設計監理委託料として１３万３千円、工事監理委託料として６７万４千円、合わせて

１，９５５万７千円を補正するものであります。 

  工事スケジュールにつきましては、９月に入札や契約等の事務手続きを済ませ、来館

者に迷惑がかからないよう１０月から解体工事に着手する予定であります。 

  完了時期は、本格的な降雪前に工事を終えるよう、１２月中旬の設定を考えておりま

す。 

  なお、解体後の敷地につきましては、産業展示館前と合わせまして、一般車両３７台

が駐車できるスペースに舗装整備するなどの外構工事を、来春実施する予定であります。 

 以上で、議案第７６号「平成３０年度大仙市一般会計補正予算（第１号）」の総合政

策課が所管する事業につきまして、説明しました。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますよう、お願い申し上げます。 

○委員長（秩父博樹） 説明が終了いたしました。これより質疑を行います。 
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質疑のある方は、挙手の上お願いいたします。はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） 新幹線のことだけれども、７月１８日だっけが。具体的にはどう

いったかたちなるんだっしか。 

○委員長（秩父博樹） はい、佐々木課長。 

○総合政策課長（佐々木隆幸） 現在のところは期成同盟会総会というのをやりますけれ

ども、その会員が集まりまして、それぞれ会員の中で役員を決めたりとかですね、今年

度の事業計画書を承認してもらったりする一般的な総会を行います。その後、一般の方々

も含めましてですね、トンネルの整備が早期に実現できるような内容があるシンポジウ

ム、講演会を開催する予定で現在調整を進めております。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） 具体的にどういった人、例えば来てどがって、まだなんも決まっ

てねんだ。会員だげって言えば何人もいねんだっしべ。会員だげだどすれば。それだっ

ていいどってやるんだ。課長言ったように一般の人云々って言ったっけがら、なんたメ

ンバー集めて、なんた範囲内でやるおんだべなと思って。それから場所の問題どが、そ

ういったごどは具体的にはなんにも決まってねんだ。 

○委員長（秩父博樹） はい、佐々木課長。 

○総合政策課長（佐々木隆幸） 期成同盟会なんですけれども、同盟会に加入する構成員

の方ですけれども、現在調整中でありますが、それにつきましては、沿線自治体と近隣

自治体というふうにあります。具体的に自治体名は申し上げますと、大仙市、それから

秋田市、仙北市、美郷町、それから岩手県側にいきまして、盛岡市、滝沢市、雫石町、

この自治体になります。プラスしまして、協力体制を結ぶところで、秋田県と岩手県、

両県の、県関係者が協力体制を結んでくれるように現在調整を進めているところです。

それぞれの自治体の中に加入する会員になりますけれども、行政は首長ですね、それぞ

れの団体の首長、それから議会の議長さん、それから商工会議所若しくは商工会の代表

者、それから観光に関する、大仙市でいいますと観光物産協会とかという観光協会等の

その部分の代表者というふうになりまして、大きく分けて一つの自治体からは行政、市

議会、経済団体と観光団体というかですね、その二つ、大きく分けて４つ若しくは５つ

の人が会員になりまして、その中で役員を構成するようなかたちで調整を現在進めてお

ります。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 
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○２５番（鎌田 正） 別に俺だ役員なりでくてしゃべってるつもりは更々ねんだども、

一般の皆さんに周知徹底していきたいというようなこと、盛り上がりということ必要だ

と思うわげよ。もちろん市でも議会でも商工会、団体、それはいいんだども、そうすれ

ば一般の皆さんはどういったことなってるのがって聞いだ。これただよ、我々だげ、議

会も当然我々も議長だけれども、その一部担うことだけれども、一般の皆さんのよ、そ

の盛り上がりというものなければ、いわゆる工事さ、盛り上がっていがねなでねがなど

思ってしゃべってるなだ。そういったことは考えてねのがって。 

○委員長（秩父博樹） はい、佐々木課長。 

○総合政策課長（佐々木隆幸） 期成同盟会の会員としましては、現在のところ一般の方

というところは現在考えておりませんけれども、先ほどいいましたシンポジウムなりに

も一般の方も参画していただけるようなご連絡を、ご案内をしたいというふうに考えて

おります。それから、その一般の方に向けましては、この期成同盟会の要望活動の事業

計画の活動の中に一般の方々にもトンネル整備が必要だろうということの啓発活動、そ

れから先ほど私、消耗品でのぼり旗とかリーフレットなんかも市民の方にお配りなりし

ましてですね、機運を盛り上げたいと、早期整備についての盛り上げを一般の方々から

も一緒になってやってもらいたいということで、そういう活動したいということになり

ますけれども、加盟につきましては現在のところ、一般の方のところはなくて、経済団

体というふうなところからの代表者をなっております。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） 俺の言わんとしてること、ちょっと舌足らずだがもしれねけれど

も、今言ったように団体等はいいんだ。それはそれでやるべきだし、俺一般の皆さんに

どうやって周知徹底したり、あるいは今課長言ったように機運盛り上げるためにはよ、

どういった方法あるのがなと思ってしゃべってるなだ。したがら、そこさ入ってよ、一

般の方が会員なって、そこで役員なるどが、そういったこと更々俺は思ってねけれど、

いわゆる一般の皆さんの機運を盛り上げるためには、どういったことやらなければでぎ

ねのかなって、そういうのの思いでしゃべってるんです。別にだれそれどごやらへれど

が、そういったいじは更々ねなだ俺は。例えばシンポジウムやるって言ったってよ、い

わゆる皆さんさ教えねば、なかなか集まってこねべがら、したがらいつどういった方法

でやるのがなって、それ言ってもらいでがったんだ。 

○委員長（秩父博樹） はい、五十嵐部長。 
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○企画部長（五十嵐秀美） この予算の関係で、一つお詫びというか、我々の方でこの事

業説明書なりが示されていれば、皆さん分かったと思うですけれども、なぜ示されなか

ったという理由付けをひとつ話してから説明したいと思います。 

  本来、企画費にあるんですけれども、我々もこの期成同盟会ってバンと謳いたかった

んですよ、項目に。して内容を説明したかったんですけれども、議運の関係あって、県

なりＪＲが我々が期成同盟会を設立するということで、我々が説明するタイミングを見

計らって我々の方で若干ここ伏せたところあるんですよ。それで企画管理費に、時期の

関係で、一週間の関係で、議運をやってしまえば、もう期成同盟会、大仙市で立ち上げ

るんだよというところで、ＪＲと県に我々の方で気使って項目を一つ抑えたというとこ

ろです。それで県知事が本来５月の二十何日に期成同盟会の話含めて、秋田新幹線の話

をする予定が延びてしまって、６月に超えたんですよ。で、我々伏せたことが偶々良か

ったなというところで、議員説明はそれでやっていいよという、県なりＪＲにもらった

という経緯でこれちょっと説明をできなかったという話であります。 

それと鎌田議員おっしゃる一般市民の巻き込み方は、我々も１８日、どうしても１８

日しか首長さんのセットができなくて、１８日しか集まる人が、集まる日にちを定めた

わけなんですよ。したら、市民会館系は全部１８日使ってで、本来は大ホールなり、小

ホールまでやりたいというところで、市民を集めて、期成同盟をもっと盛り上げて市民

がら来てもらいたいという運びをしようかなというところだったんです。ただ、１８日

がどうしてもそういった関係で市民会館を取れなかったというところで、川端で３００

人を、今の会員だけを想定すれば１００人満たないと思うんですよ。各議員の皆様と関

係、例えば観光協会とか、自治体やっても１００人程度だと思うので、残り２００人は

関係団体であったり、市民の皆様から来るような方法で期成同盟を盛り上げていただき

たいという方法を取りたいなと思っております。それと山形新幹線の場合に、今回は盛

岡、秋田県、両方で我々期成同盟の設立ですので、山形新幹線の場合には、各自治体で

もやってるケースがあるらしいんですよ。県どがＪＲでは、そういった活動も是非とも

今後含めて国の方に要望してほしいというの言われておりますので、それ含めて今後検

討しなければできないのかなって、市民巻き込んだどころでいかないといけないのかな

と、市民ということは経済団体どが、工事やさんどが、いろいろとこう使っている、大

きく使われる市民の皆様と言われる方々を含めて期成同盟に向かって要望活動に図って

いければなというところで、本当にこれ事業説明書を本来出せば、そういったところは
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記載できたんですけれども、そういったところで企画費に我々伏せさせられたというの

が本音でありますので、なんとがご了承の程お願い申し上げます。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございますでしょうか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） つぎに、広報広聴課所管の説明を求めます。冨樫広報広聴課長。 

○広報広聴課長（冨樫真司） 広報広聴課の冨樫と申します。まず、広報広聴課の補正予

算のご説明に入る前に、広報広聴課の業務等々について若干説明をさせていただきたい

と思います。昨年度まで総合政策課におりました広報担当という業務を含めまして、市

の情報発信、そして地域の魅力の売り込み等といったような業務プラスアルファで、い

わゆるその皆様方からご意見や要望やら、そういった意見を聞くという広聴業務、いわ

ゆる情報発信と広聴業務という、この２つを両輪としまして、広報広聴課やってまいり

たいというふうに思っております。組織としましては、私の横になりますけれども、広

報班の班長の木村愼吾と地域の魅力情報発信班の嵯峨美保子主幹、それぞれ２班編成で

ございまして、また２班で２人、そして私の５名体制で、この４月からやっております

ので、ご指導ご鞭撻の方、よろしくお願いしたいと思います。 

それでは、早速前段が長くなりましたけれども、補正予算について座して説明をさせ

ていただきたいというふうに思います。 

それでは、資料ナンバー２「補正予算書〔６月補正〕」の１０ページをご覧くださる

ようお願いします。 

 ２款総務費１項３目１１事業のシティプロモーション戦略事業費であります。 

  新設事業であり、補正額は、８７万６千円の増額であります。 

  補正内容を含めた事業の詳細につきましては、別資料になりますが、資料ナンバー２

－１「主な事業の説明書」の３ページをご覧くださるよう、お願いします。 

 事業名「シティプロモーション戦略事業費」として、８７万６千円を補正するもので

あります。 

  事業概要については資料中段の４番、アクトの欄に記載あります、一つ、シティプロ

モーション戦略プランの作成、二つ、市のＰＲ強化、そして三つ目としまして、各課実

施事業の情報発信－この３つを大きな柱として事業を進めてまいります。 

今回の補正は、先進事例等を視察し、大仙市のシティプロモーションの基本的な考え

方と戦略方針を定めながら、これまでの情報発信媒体に加え、各種情報媒体による宣伝
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や情報発信の充実に努めてまいります。 

秋田県の空の玄関口である秋田空港国内線ビル１階の手荷物受取所（バゲージクレー

ム）にある電照看板等を活用したＰＲ、地域おこし協力隊や、地域住民をはじめ大仙市

に縁のある方々、そして大仙市に共感していただける、いわゆる大仙市のファンを掘り

起こし、仮称ではありますが「まちの魅力宣伝隊」を組織し大仙市の情報を発信するほ

か、企業とタイアップした形での官民協働による情報発信などに努めてまいります。 

また、市役所各課所ではさまざまな事業を展開しておりますが、事業を成功させるた

めには、事業への関心や理解が不可欠であり、そのためには、さらなる情報発信が必要

に思われます。 

当課では情報発信の専門分野として、各事業に対する情報発信への協力をしてまいり

たいと考えます。 

少子高齢化、人口減少社会において、シティプロモーションは諸課題を解決する魔法

の杖や、打ち出の小槌ではありませんが、誰もが潜在的に持っている我がまちへの「誇

り」や「愛着」を共有し、目に見える形にすることで、地域住民がまちを構成する一員

であると自覚し、大仙市をより良い場所にするための取り組みに関わろうとする当事者

意識「シビックプライド」を醸成し、「このまちに住んで良かった」と住みよさを実感

できるような取り組みを進めるとともに、「大仙市らしい」魅力的な地域資源を市内外

へ広く発信し、インバウンドを含めた交流人口の拡大や移住・定住につなげるシティプ

ロモーションを進めてまいりたいと思います。 

 以上で、議案第７６号「平成３０年度大仙市一般会計補正予算（第１号）」のうち広

報広聴課が所管する事業につきまして、説明を終わります。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますよう、お願い申し上げます。 

○委員長（秩父博樹） 説明が終了いたしました。これより質疑を行います。 

質疑のある方は、挙手の上お願いいたします。はい、児玉委員。 

○１７番（児玉裕一） 冨樫課長。これ始めての新規の場所だがもしらねども、空港さ、

５０万近くその看板ばりせば、三十何万しか残らねおんな。その中で情報発信、ＰＲが

上手く出来るのか出来ないのか、もっとであれば、もう少し、ここに部長がらもう少し

あれして、３０万、４０万で情報発信、本当に出来るのか出来ないのか、ちょっと我々

としては少し心配だがらっしよ。そこあたり本音しゃべった方いぐねっしか。 

○委員長（秩父博樹） はい、冨樫課長。 
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○広報広聴課長（冨樫真司） 実は、こういったＰＲというふうなものに関しては、まず

天井知らずで、掛けようと思えば掛けられるところもあるかと思いますが、いろいろと、

新設の課というふうなこともあり、また、当初予算からではなく、補正予算からのスタ

ートというふうなこともありまして、議員ご指摘のとおり、中々財布の口が堅かったと

いうふうな部分はございますが、ただ先ほど言ったように、確かにお金はないにしろ、

いろいろと知恵を出すことによって大仙市を応援してくださる方々の口といいますか、

そういうやる気、熱量というようなものはプライスレスではないかというようなところ

を信じながら、まずは応援隊といいますか、そういったものを組織しつつ、あとは紙媒

体で出すものを例えばインターネットだとか、ＰＤＦだとか、そういったものを使って、

ソーシャルネットワーク、フェイスブック、インスタグラム、ツイッター、そしてホー

ムページといったような、そういったものに変えながら、紙ではなくて、電子媒体とい

いますか、そういったところで、まずは１年を迎えてみたいなというふうに考えてある

ところです。それと今まではＰＲというと、どちらかというと行政だけが頑張っていた

といいますか、そういったところではなくて、我々行政マンとしてのＰＲというのも限

界が見えてるところですので、是非その応援団というふうなところで、議員の皆様方を

はじめ、いろんなことで大仙市の事業をＰＲしていただければというふうに思っており

ますので、ご協力をお願いしたいと思います。 

○委員長（秩父博樹） はい、企画部長。 

○企画部長（五十嵐秀美） 児玉議員が、多分３０万の話でビックリしたなというところ

で、私の方も、実は私もこの予算に関わっていまして、３０万しかＰＲ経費持たないと

いうところで、冨樫課長と良く相談したら、掛ければ何千万クラスのものを用意しなけ

ればできないという話と、今年度やってみて、私は逆に冨樫課長の方にこの視察研修費

を、やってるところをまず見て来いというところで、これゼロ査定受けたんですよ。そ

ういう経費に対しては。それよりもまず見て来て、他の地域で我々昨年研修に行ったん

ですけれども、そういったところを見て、我々に必要なところを今回来年度に向けてや

らなければ出来ないなというところで、今回は財政課でゼロ査定のものを、広告費は付

けたんですけれども、そういったところで職員をまず完全にどういう方向で行く、どう

いう業務で行った方が大仙市にとっていいのかというところを今年度見るためにあえて

その三十何万しか残らなかったんですけれども、それを了承したと、お互いに、財政課

の方はゼロ査定だったんです。ここは実際。そうじゃなくて、私の考え方は、職員は見
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てきて必要なところを見定めてから、必要な事業を見定めてから予算要求するべきでは

ないかなということで、そこだけはなんとが付けでいただいたというのが経緯でござい

ます。なんとが冨樫課長、さっき言った来年度に向けて、今年途中から入りましたけれ

ども、まず今年１年、職員が先進地を見ながら事業を確定していければなという思いで

すので、ご理解の程お願い申し上げます。 

○委員長（秩父博樹） はい、児玉委員。 

○１７番（児玉裕一） 内容って言えばいいんだが、分かりました。かつて、冨樫課長も

よ、ＦＭはなびの方やってらったもんだがら、そういうものドンドン使ってよ、金掛け

なくても使える分あるがら、ドンドンやっぱり出向いで、市を宣伝していって、来年さ

向かって、もっと出してもらうというような方向でやってもらえば大変ありがたいと思

いますので、はい。 

○委員長（秩父博樹） はい、冨樫課長。 

○広報広聴課長（冨樫真司） 児玉議員の言うとおり、いろんなところに出向いて足で稼

ぎたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございますでしょうか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） つぎに、まちづくり課所管の説明を求めます。田口まちづくり課

長。 

○まちづくり課長（田口美和子） まちづくり課の田口でございます。どうぞよろしくお

願いいたします。本日出席しております職員を紹介させていただきます。うちの方、１

つの班しかないんですけれども、まちづくり班の班長で高山知洋副主幹でございます。

まちづくり課、今年から地域おこし協力隊、あと移住コーディネーターも含めまして、

１３名体制で業務に当たらさせていただいております。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

それでは、座って説明させていただきます。 

議案第７６号「平成３０年度大仙市一般会計補正予算（第１号）」のうち、まちづく

り課所管にかかる歳入並びに歳出予算についてご説明申し上げます。 

資料ナンバー２「補正予算書」の１０ページをご覧願います。 

歳出２款１項１１目１９事業「コミュニティ助成事業費」につきましては、２５０万

円の補正であります。併せて歳入についても補正予算書９ページ中段の、２０款５項３
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目雑入１６節助成金に｢コミュニティ助成事業助成金」として２５０万円の補正をお願い

するものであります。 

本事業は、自治会などのコミュニティ組織が取り組む地域活動に必要な備品等の整備

に対して助成を行い、地域のコミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、地域社

会の健全な発展に資することを目的に「一般財団法人自治総合センター」が主体となり、

宝くじ社会貢献広報事業として実施されているものであります。 

  これまで、大仙市では平成１８年度から２９年度まで２４件、金額で４，８８０万円

の事業が採択を受け、コミュニティ活動の促進が図られております。 

事業の概要についてでありますが、太田地域自治組織連絡協議会が地域のコミュニテ

ィ活動や災害発生時の一時避難所として利用するため「貸し出し用テント」を整備する

ものであります。昨年１０月に申請を行っておりましたが、この度、助成額２５０万円

の決定を受けたことに伴いまして、予算の補正をお願いするものであります。 

次に、ただ今ご覧いただいている資料ナンバー２｢補正予算書｣１０ページと併せて、

資料ナンバー２－１「主な事業の説明書」の４ページをご覧願います。 

２３事業「移住・定住推進事業費」については、５９５万５千円の補正であり、特定

財源として、移住・定住推進事業債５９０万円を充当しております。 

本事業は、２８年度に策定した「移住・定住促進アクションプラン」に基づき、首都

圏等から移住者を呼び込むための市の魅力発信や、地元を離れた人が戻ってくるような

施策などの取り組みにより大仙市への移住者を増やすことを目的としております。 

これまでの実績と成果につきましては、移住ガイドブックの活用、首都圏でのＰＲ、

ホームページの開設などによる情報発信を行い、相談件数も増加しております。 

  市の移住の定義としましては、県が委託している「ＮＰＯ法人秋田移住定住総合支援

センター」に移住希望登録をして本市へ移住した方、あるいは市の移住者向け住宅支援

を活用して移住した方として捉えております。 

  移住希望者に対して首都圏での相談会やお試し移住体験など活動の中で、表中にあり

ますように２９年度の移住者の実績は１９世帯４７人となっております。 

問題、課題につきましては、就職先が決まらず移住が進まない現状があること、また、

移住者の受入には地域住民の合意形成が重要であり、地域での受け入れ支援組織の設立

が課題として挙げられております。 

今後の方向性と３０年度事業の概要につきましては、移住希望者に対して積極的な情
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報発信などを行った結果、移住者数が年々増加しております。 

  また、移住者向け住宅支援事業の認知度も高まり、多くの移住者から本事業を活用し

ていただいております。資料では本年度の実績は、４月末で１１件、５月以降の活用見

込みは２６件となっておりますが、昨日時点で１９件５９１万４，５９７円の交付決定

をしております。 

  ２９年度からスタートした移住者向けの住宅支援事業ですが、制度の認知度も高まり、

当初予算で見込んでいた件数を上回り、予算に不足が生じることが予測されることから、

補正をお願いするものであります。 

以上、まちづくり課所管にかかる補正予算についてご説明申し上げましたが、よろし

くご審議のうえ、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○委員長（秩父博樹） 説明が終了いたしました。これより質疑を行います。 

質疑のある方は、挙手の上お願いいたします。はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） 大変すばらしいことなんだども、ちなみにどの地域さ主に来てる

んだ。 

○委員長（秩父博樹） はい、田口課長。 

○まちづくり課長（田口美和子） 移住先ですか。住宅の支援につきましては、中仙地域

が多い状況です。合わせまして、賃貸借のアパート支援もしておりますので、そちらは

大曲地域が多いという状況になってます。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） どこでもいいんだども。大仙市全体で見ればいいんだども。なし

て中仙地域なもんだべ。 

○委員長（秩父博樹） はい、田口課長。 

○まちづくり課長（田口美和子） 今現在、中仙の方に来られている方は、奥さんの出身

が中仙地域で東京で結婚して子育てをしていたけれども、奥さんの実家に帰ってこられ

るという方が、実際２件ございました。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 

○２５番（鎌田 正） して、その人たちは仕事はあるんだ。 

○委員長（秩父博樹） はい、田口課長。 

○まちづくり課長（田口美和子） 仕事は、農業。 

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。 
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○２５番（鎌田 正） 農業以外で勤め、その人たちも来てる人もいる。 

○委員長（秩父博樹） はい、田口課長。 

○まちづくり課長（田口美和子） この制度は、転勤というところを要件から外しており

ますので、まったく移住ということを希望されている方に対しての住宅支援というかた

ちになっております。職業については、農業、あとは自分で起業される方。あとは、こ

ちらに来てお勤めを探して、探してというか、県の事業で、企業と移住者のマッチング

する会がございまして、それを通して、こちらの方に職を求めて移住してきた方がいら

っしゃいます。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございませんでしょうか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） 以上で、企画部所管分に対する質疑を終結いたします。 

なお、討論・表決につきましては、最後に一括で行います。 

ここで、説明員入れ替えのため、暫時休憩いたします。再開時刻は４０分といたしま

す。 

          午後 ２時３０分 休  憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

          午後 ２時３６分 再  開 

○委員長（秩父博樹） お揃いのようですので、始めたいと思います。 

休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

  はじめに、福田農林部長から挨拶があります。福田農林部長。 

○農林部長（福田 浩） お疲れ様でございます。 

  お疲れのところ大変申し訳ございません。 

  いつも話の最初が災害になってしまいますが、梅雨の前に、５月１８日の大雨、本当

に残念であります。市としましても、全力を挙げて復旧に努めておるところでございま

すので、どうかよろしくお願いいたします。 

  昨年からの大雨被害につきまして、なんとしても作付け出来ないところにつきまして、

地力増進ということで、１０アール当たり２万円という設定をしております。 

それが２９年災害の中では、本当に今日集計したもの見てますけれども、２９年災害

では、１３．６ヘクタールが作付け出来ていない。それから、今の５月１８日で、また

水被ったり、新たに作られなくなったところが３．３ヘクタールありまして、合計１６．



- 21 - 

９ヘクタールとなっております。これが現在の数値で、若干まだ変わる可能性はありま

すけれども、そういった状況でございます。 

昨日ニュースでは、養豚施設の建設に携わっているダイヤが、秋田県経済研究所の中

小企業表彰の振興表彰ということで、受けられております。畜産業、かなり盛んでござ

います。本日の補正の第１号補正の方では、畜産業に係る牛舎の建設、それから繁殖牛

の増頭というところで、５，２００万ほどの補正をお願いしております。 

また第２号、追加提案となりました補正につきましては、５月１８日からの災害復旧

に係る予算につきまして、１億６，６００万ほどの補正をお願いしております。どうか

よろしくお願いいたします。 

○委員長（秩父博樹） ありがとうございました。 

  それでは、引き続き議案第７６号について、審査を行います。 

農林部所管分について、当局の説明を求めます。渡辺農業振興課長。 

○農業振興課長（渡辺重美） 議案第７６号「平成３０年度大仙市一般会計補正予算（第

１号）」のうち、農業振興課所管分について、ご説明申し上げます。 

 資料ナンバー２の大仙市補正予算（６月補正）と、資料ナンバー２－１の「主な事業

の説明書」により、説明させていただきます。 

  歳入予算につきましては、歳出予算の説明の際に併せてご説明させていただきます。 

 それでは、資料ナンバー２の補正予算書の１２ページをご覧願います。事業説明書は、

８ページをお願いします。 

６款農林水産業費、１項農業費、４目畜産業費、６０事業畜産業費補助金につきまし

ては、補正前の額４０４万５千円に、５，２０２万円の補正をお願いし、補正後の額を

５，６０６万５千円とするものです。 

  補正額の財源の内訳ですが、県支出金が５，０５２万円、一般財源が、１５０万円と

なっております。 

  本事業は、地域の担い手となる経営体が規模拡大や飼養管理方式の改善を図るため実

施する、牛舎等の施設整備を支援し、地域全体の生産量の増加を図ろうとするもので、

昨年度は本事業を活用し、３００頭規模の豚舎等の整備や２００頭規模の牛舎等の施設

整備が完了し供用されており、管内においても畜産部門の収益力と生産基盤の強化に向

けた動きが活発化しております。 

  この度の事業の概要でありますが、まず施設整備事業として、今般、国の「畜産・酪
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農収益力強化整備等特別対策事業」を活用し、協和地域稲沢地区（別添位置図参照）の

８０頭規模の繁殖牛舎を整備する計画が事業採択されたところであり、実施主体は、大

仙・仙北・美郷地域畜産クラスター協議会、取組主体は同地区で肉用牛繁殖経営（現在

規模３０頭）を行っている「茂木秀美さん」であります。 

  茂木さんにおかれましては、この５月の上旬に「株式会社茂木農場」ということで、

法人化を完了されております。また、息子さんは今、県のフロンティア研修の方で畜産

の方で研修を行ってございます。余談なるんですけれども、息子さん、北海道大学出ら

れまして、秋銀に就職されて、今回、家業である畜産の方やりたいということで研修を

励んでおられる方でございます。 

  施設整備の内容としては、繁殖牛舎１棟７４５平方メートルを建設するもので、事業

費は税抜きで４，０００万円、この２分の１の２，０００万円が国庫補助金となってお

ります。 

  続きまして、県事業の大規模肉用牛団地整備事業（経営確立支援事業）については、

ただいま説明いたしました国の事業を活用し施設整備した取組主体が行う、繁殖雌牛導

入に対し補助するもので、今年度新たにメニュー化されたものであります。 

  実施主体は、昨年度国事業を活用し、繁殖牛舎のほか附帯施設を整備した「農事組合

法人ビクトリーファーム」でございます。今回導入予定の黒毛和種７４頭、日本短角種

６４頭、計１３８頭にかかる税抜事業費９，１５６万円に対し、このうちの県が３分の

１の３，０５２万円を、市が黒毛和種のみを対象といたしまして、１経営体当たり年間

２０頭を上限に、１２分の１の１５０万円を協調助成するもので、補助金額の合計は、

３，２０２万円となっております。 

  なお、歳入予算については、補正予算書の８ページをご覧願います。 

  １５款県支出金、２項県補助金、４目農林水産業費県補助金、１節農業費補助金のう

ち、畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業費補助金５，０５２万円を本事業の財源

として歳入補正を合わせて、お願いするものであります。 

 以上、平成３０年度大仙市一般会計補正予算（第１号）のうち、農業振興課所管分に

ついて、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますよう、お願い

申し上げます。 

○委員長（秩父博樹） 説明が終了いたしました。これより質疑を行います。 

  質疑のある方は挙手の上、お願いいたします。はい、鎌田委員。  
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○２５番（鎌田 正） 別にこの事業については私畜産の関係の仕事してきた人間ですから何

も反対することは何もないんですけれども、今の中仙で今年の当初で堆肥盤作るということ

で今やってるわけだけれども、あそこでは半径２００メートル以内の民家の同意取れどが、

あるいは３００メートル以内の同意取れどがってやってるらしいけれども、これはそういっ

た指導はねんだ。県の指導で２００メートル管内の同意取れっていう堆肥盤の同意取れって

言われて今同意取ってらしいけれども、それはそれでいいんだども、ここではそういったこ

と必要ないということで認識してるんだっしか。  

○委員長（秩父博樹） はい、渡辺課長。  

○農業振興課長（渡辺重美） 茂木さんの牛舎の関係。  

○２５番（鎌田 正） 今、中仙で堆肥盤作る。それについては、２００メートルあるいは３

００メートル範囲内の周辺の同意取って欲しいということだらしいけれども、ここはそうい

ったこと必要ねえのがと言ってるなだ。茂木さんでもこのビクトリーでも。  

○委員長（秩父博樹） はい、渡辺課長。  

○農業振興課長（渡辺重美） 茂木さんにおかれましては、既存の牛舎等の施設設備のちょう

ど後ろ側に今回建設する。  

○２５番（鎌田 正） 場所もみんなわがるし、人もわがるし、俺なんもこれさ反対だどって

しゃべってるんでねくて、片方ではそういった堆肥盤作るやつさ同意必要だどってやって、

事業体は違うよ、補助金の内容も違うし、それはわがってるつもりだども、同じよ、畜産や

るために、片方は同意取れどって言われで、こっちは同意、既存の、いわゆる増設っていう

が、するようなかたちだがらいいんだども、そういったこと必要ねえのがって言ってるなだ。 

○委員長（秩父博樹） はい、課長。  

○農業振興課長（渡辺重美） 茂木さんにおかれましては、事業をやる段階で、その地域の中

では同意が取られたというふうに伺ってございますし、あとビクトリーについては、今回小

種の泉沢の山付近に昨年度建設したんですけれども、その入る段階で地元の部落の協議会と

何回も協議いたしまして、同意を取り付けて建設してという運びはとってまいりましたので、

必ず、どうも今の中仙の堆肥舎についても、必ず何メートルまで同意取りなさいよとか、そ

ういう明確な基準って無いようなんですけれども、ただ、例えば、処理水が用排水に入り込

んだりとか、そういう、しないような設備は当然必要なんですけれども、どうも臭いという

のは見えないもので、どこに風向きで飛ぶのかというのも分からないという実態もあるよう

なんですけれども、保健所の方に聞いても具体的に、例えば５００メートルなのかという明
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確な基準は伺っても、どうも無いというお話がございました。  

○２５番（鎌田 正） 基準あるどが、ないどがでねくて、今、その堆肥盤は２００メートル

の範囲内で県の家保も含めでやってくださいという、同意取ってくださいということを言わ

れでいるわげだ。あんた方、それは把握はしてねんだが。  

○農業振興課長（渡辺重美） 同意取るというのは把握しています。  

○２５番（鎌田 正） 市では３００メートル範囲内で取ってけれっていうことだがら、別に

それが駄目だどが良いどがじゃなくて、今回の方は、そういったごどやって、片方は何も取

らなくていいのがって言ってるなだ、俺。  

○農業振興課長（渡辺重美） 確かに茂木さんとか。  

○２５番（鎌田 正） こういった同じ事業で片方は同意取らねばでぎねし、片方は取らねく

てもいいのがって言ってるなだ。別に茂木さんが駄目だどが良いどが、そういった話更々し

てねなだ俺は。みんな分がる。茂木秀美もビクトリーも。全部俺中身まで分がってるつもり

だ、俺個人的には、わりども。したがら、片方は取らせで、片方は取らなくてもいいのがっ

て言ってるなだ。別にこれ、取らなくても、やめれどが、そういった意味で言ってるなでね

で。片方は取らへで、片方は取らなくてもいいのがって言ってるんだ。したがら、こっちも

取らなくてもいいし、ただ、周辺の、口頭で『やるがら頼むや』っていうごどで、その程度

でよければ、あえで同意っていうこと必要ね、同意書さハンコもらわなくてもいいべって言

ってるなだ。なんとだそこあたり。  

○委員長（秩父博樹） はい、福田部長。  

○農林部長（福田 浩） クラスター事業、それから国県の事業で入るどぎは、地元の同意を、

いろいろ話し合いをしまして同意を持ったものとしてやってるのが普通だと思います。今、

鎌田議員が言われている中仙の畜舎に対しては、我々もものすごく検討しまして、市費単独

で１，５００万の市費を畜舎に出すと、市長協議もしまして、要項も作ったのですけれども、

その中で必ず地元の同意を求めるという文言を付けております。そのために中仙支所で２０

０メートルなりの地元の同意をということで、一生懸命頑張って同意を取り付けているごど

だと思います。  

○委員長（秩父博樹） はい、鎌田委員。  

○２５番（鎌田 正） 俺の言ってるのはよ、これはクラスターの事業だし、そっちは市の単

独の事業だがら、事業名違うがら、こっちは同意取らねねし、こっちは同じような仕事して

でよ、こっちは同意取らねってもいいなんて、そういった話はねえべって言ってるの。同じ
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畜産事業で。別に俺取るいじ駄目だどが、どうのこうのでねくて、同一に取り扱わなければ

出来ないべって、同じ畜産の仕事やるって言えば。それからもう１点。堆肥盤、あるいは牛

舎の関係しゃべってるんだども、豚舎の場合だってよ、例えば２００メートル、３００メー

トルの同意程度であれば、いいどすれば、今回の土川だってやれるっしべ。２００メートル、

３００メートルの同意程度でよければ。そこ当たりなんとだもんだ。  

○委員長（秩父博樹） はい、部長。  

○農林部長（福田 浩） それで、臭いということもありますので、どこまで取れというその

範囲は無いと。  

○２５番（鎌田 正） んだがら分がる。臭いを何百メートル飛んだどが、何百メートル以内

だば収まるどがということは何もしゃべってね。同じ事業でいで、片方は２００メートル、

３００メートルの同意を取りなさい。片方は取らなくてもいい。あるいは、口頭で同意を取

ったがらいいどがって、片方はちゃんとハンコ突いで、同意書作れって言ってるごどだっし

べ。中仙は。片方はちゃんと同意書取らねねし、こっちは口頭でいがったどすればな、すれ

ば、こっちだってハンコの同意書ど言わねで、口頭で同意取ったっていいごどだべ。なんた

だそごあだり。それがらもう１点。同じ畜産で、豚舎、結局最終的にでぎねごどなったども、

これだってよ、市で、市だってやろうとして、協力してけるごどでやりだした事業だっしべ。

途中でいろんたごどあったものだども、したども、部長もなんも行ってねっしべ。今回。集

落の集まりさ行ってねっしべ。市でやろうとして、最後に市長が一番悪ぐなる前に、あんた

方が、やっぱり職員が行って、ちゃんと説明して、ちゃんと理解してもらえる努力さねねべ

った。南外の豚舎だって、前回やっぱり、当時の農林部長が自分の家がら何メートル、１キ

ロ足らずのどごにあるっしべ。あれだってまず了解してやってけだごどだっしべ。やっぱり

部長だってそのくれ汗流さねばでぎねんでねがど、俺は思うんだよ。今回だって。住民ど現

場にいれば一番やんか仕事だど、これ。叩かれるいじ部長だったり、課長だったりするがも

しれね。今回みんな中仙の支所と西仙北の支所長と担当課長たちが怒らいで終わりだべ、こ

れ。今回の土川の、中仙の養豚だって。これだって、正確にいげば、今みたいに２００メー

トル、３００メートル範囲内の同意取れで良いどすれば、土川の豚舎なば、２キロ離れでる

っしよ。民家まで。片方はそういった規制して、片方はこれではおがしんでねがって言うな

だ、俺。あんた方なんと思うっしか。同じ事業主体でいで。もっと言わせでもらえば、この

事業だってだで、去年やった養豚団地の伊藤ファーム、角間川の人だしけ、俺も良く分がっ

てねども、ここの工事現場見たごどある、あんた方。ねっしべ。ひでんだんしよ。沢々さ、
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みんな糞尿投げだっしよ、これ。この伊藤ファームは。俺しゃべってねがったども。実態は

こうなんだよ。やっぱりよ、もう少しよ、部長言ったように、養豚団地はこうだ、ベコこう

だって、大したいいごどだ、やっぱり今これがらはこういったごど必要だど思う、俺だって。

俺だって、この道で来た人間だがら。一番良いところだけ話して、現場さ行ってみれば、こ

ういった、現実としてこういう問題あるんだっしよ、これ。  

○委員長（秩父博樹） 休憩します。  

          午後 ２時５８分 休  憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

          午後 ３時 ３分 再  開 

○委員長（秩父博樹） 再開します。  

  ほかに質疑はございませんでしょうか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） 以上で、議案第７６号にかかる農林部所管分に対する質疑を終結

いたします。 

なお、討論・表決につきましては、最後に一括で行います。 

 

○委員長（秩父博樹） つぎに、議案第７７号「平成３０年度大仙市一般会計補正予算（第

２号）」を議題といたします。 

当局の説明を求めます。田村農林整備課長。 

○農林整備課長（田村一彦） 議案第７７号「平成３０年度大仙市一般会計補正予算（第

２号）」のうち、農林整備課所管分につきまして、説明申し上げます。 

  資料ナンバー３の「平成３０年度大仙市補正予算６月追加補正」と 資料ナンバー３－

１「平成３０年度補正予算６月追加補正（一般会計第２号）事業説明書」により、説明

いたします。 

  なお、歳入予算につきましては、歳出予算の財源内訳で説明させていただきます。 

それでは、資料ナンバー３、３ページをご覧願います。 

一番下の１１款災害復旧費、２項農林水産施設災害復旧費であります。 

  補正前の予算額、８，８７１万５千円に対し、１億６，１３３万６千円の補正をお願

いし、２億５，００５万１千円とするものであります。 

  内訳としては、農地・農業用施設に係る事業が２事業、林業施設が１事業であります。 
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  なお、上段の６款農林水産業費、２項林業費でありますが、治山局所防災事業で、補

助事業分とそれに関連する事業として、災害復旧事務所で所管するものであり、建設水

道常任委員会の案件となっております。 

詳細につきましては、この後の事業説明書で説明いたします。 

それでは、 資料ナンバー３－１「事業説明書」２ページをご覧願います。  

１１款２項１目１０事業農地農業用施設、災害復旧事業費（単独分）であります。   

  補正前の額、１００万円に対し、３，２２８万４千円の補正をお願し、補正後の額、

 ３，３２８万４千円とするものであります。 

財源の内訳としては、３，２２８万４千円、全額一般財源となっております。 

今後の方向性と３０年度事業の概要であります。 

   ５月１８日からの大雨災害により被災した農地・農業用施設について、二次災害が想

定され早急に復旧が必要な道水路と、土砂・流木等の除去処理に係る応急経費について

補正をお願いするものであります。 

  復旧の内訳でありますが、表にありますとおり、復旧件数が５５件、重機等の借上料

が３，２０２万４千円、砕石等の原材料が２６万円、合計で３，２２８万４千円となっ

ております。 

  施設別では、水路の崩落等が２０件、農道の路肩決壊等が３５件となっております。 

  次に、３ページをご覧願います。 

１１款２項１目６０事業農地等災害復旧事費補助金でございます。    

補正前の額ゼロ円に対し、８，４０５万３千円の補正をお願いするものであります。 

財源の内訳としては、県支出金１，６７７万９千円、残り６，７２７万４千円が、一

般財源となっております。 

今後の方向性と３０年度事業の概要であります。 

  被災した農地・農業用施設について、営農管理やほ場基盤の機能低下が確認されるこ

とから、市と県が補助金を交付し、農家を支援するものであります。 

昨年の豪雨災害でも同様に農家の支援を実施しておりますが、事業の内容を申し上げ

ますと、農地等災害復旧事業費補助金（市単独事業）として１件当たりの復旧費が５万

円以上４０万円以下で、補助額は復旧費の７５パーセント。また、農地・農業用施設小

災害支援事業（県単独事業）でありますが、１つの災害で県内における被害総額が、３

億円以上の場合に発動し、１箇所当たり１０万円以上、４０万円未満の復旧経費の助成
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を行う市町村を対象に市町村の助成率以内で補助金を交付するものであります。 

大仙市の場合、市が７５パーセントを補助することから、残り２５パーセントが県か

らの支援補助金となるものであります。 

  補助金の内訳でありますが、復旧件数２１２件、復旧事業費が８，９６９万７千円、 

この内、市が７５パーセント、６，７２７万４千円、 県が２５パーセント、１，６７７

万９千円、 補助金の合計額が８，４０５万３千円となっております。 

  なお、復旧事業費と補助金の合計額が同額になっておりませんが、事業主体が土地改

良区の場合、県補助金については土地改良区に直接交付されることから、復旧額より少

なくなっております。土地改良区の件数につきましては、５７件、５６４万４千円の県

の補助となっております。 

次に、４ページをお願いいたします。 

１１款２項２目１０事業、林業施設災害復旧事業費（単独分）であります。   

補正前の額ゼロ円に対し、４，４９９万９千円の補正をお願いするものであります。 

財源の内訳としては、市債２，９１０万円、残り１，５８９万９千円が一般財源とな

っております。 

今後の方向性と３０年度事業の概要であります。 

  被災状況、林道の利用状況を勘案し、国庫補助事業として復旧するものについては 

災害査定に向けた設計業務委託費を計上し、被災箇所が小規模で補助対象とならない市

単独事業については、機械借り上げ料と原材料により早期に復旧を進めるものでありま

す。 

  カッコ１の事業の所管でありますが、国庫補助業務に係わる業務については、所管が

災害復旧事務所で、市単独事業については、農林整備課で担当するものであります。 

  カッコ２の補正予算の内訳でありますが、災害復旧事務所が所管する箇所が、３路線、

３箇所で、災害査定用の委託費が５２９万９千円であります。 

また、農林整備課所管の市単独事業につきましては、２０路線４４箇所で、賃借料が

３，８９０万８千円、原材料が７９万２千円、合計で３，９７０万円となるもので、全

体では、２０路線、４７箇所、４，４９９万９千円の補正をお願いするものであります。 

カッコ３の起債対象経費の内訳でありますが、災害復旧事業債を活用し、①委託料は、

対象額が全額の５２９万９千円、充当率が９０パーセントです。②単独事業費は、復旧

径費４０万円以上が対象で、３，９７０万円のうち、３，７５５万円が対象額で、充当
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率は６５パーセントとなっております。 

次に、７ページをご覧願います。 

６款２項５目１０事業、治山局所防災事業費であります。 

  先ほど申し上げましたが、災害復旧事務所の所管でありますが、農林水産業費の補正

でございますので説明いたします。 

補正前の額１，５０７万７千円、補正額４７２万円、補正後の額が１，９７９万７千

円であります。 

財源の内訳ですが、市債３２０万円、残り１５２万円が一般財源であります。 

今後の方向性と３０年度事業の概要ですが、県単補助事業として民家等の裏山の崩落

により被害を受けた家屋や、被害を受ける恐れのあるところについて、復旧するもので

あります。 

  被害箇所については、西仙北地域の秋通地区、南外地域の西ノ又地区が新規に被災し

たもので、測量設計に係る委託費を計上しております。 

  また、協和地域千着地区と太田台地区については、前年度の復旧した一部が再度崩落

したもので、小規模であることから重機の借上げや原材料で復旧を進めるものでありま

す。 

    なお、県の補助の対象が復旧工事費の８０パーセントとなっており、今般の補正分つ

いては、県支出金はありません。 

以上、議案第７７号「平成３０年度大仙市一般会計補正予算（第２号）」のうち、農

林整備課所管分について、説明申しあげましたが、よろしく審議の上、ご承認賜ります

よう、お願い申しあげます。 

○委員長（秩父博樹） 説明が終了いたしました。これより質疑を行います。 

  質疑のある方はどうぞお願いいたします。はい、小山委員。 

○副委員長（小山緑郎） 災害復旧事業費の中さ、借上料ってあるっしね、これ建設業者

さんのバックホウどが、重機の借上料だっしべ。 

○委員長（秩父博樹） はい、田村課長。 

○農林整備課長（田村一彦） 重機の借上料でございます。あと、原材料等活用して応急

的に早期に発注をするといいますか、お願いをするという形をとっております。発注行

為的なものはなくて、応急ですので、緊急を要するということで、出来るだけ早い時期

にお願いするということで、この借上料等を活用しながら進めているところでございま
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す。 

○委員長（秩父博樹） はい、小山委員。 

○副委員長（小山緑郎） 例えばっしよ、去年の秋の雨の時も、例えば水揚がってきて、

ドンドンドンドン水位上がってきて、８時とか９時とか１０時ころにブァーッと来るど

ぎあるっしね。そうした時に例えば建設業者さん、大体災害起きるとこ決まってるがら、

回ってけでるんだよね。あど、消防団。例えば河川が上がってきて決壊した時に、あの

指示というのは業者自分で判断してすぐやるのが、その連絡体制って、そういうふうに

してるんだっしか。そこちょっと確認しでくて。とにかく破れそうになったら、すぐや

れって指示してるんだが。そごの連絡体制。 

○委員長（秩父博樹） はい、田村課長。 

○農林整備課長（田村一彦） 農林部の今、施設の復旧につきましては、すぐに対応する

ことは、大体ございません。というのは、増水中に人員の派遣、その他機械の派遣いた

しましても、やはり二次災害という事故の可能性もございますので、やはり災害調査し

た後の復旧工事として対応してるところでございます。ただ建設の方も申し上げますと

やっぱり増水に伴っては水中ポンプを設置する等については、判断は役所の方で対応し

てると思いますが、農地については今のところ増水時期に出るということは今のところ

ございません。 

○委員長（秩父博樹） はい、小山委員。 

○副委員長（小山緑郎） 例えばよ、決壊して、家ある。で、土嚢持ってきて、今回ほれ、

お金あどでつけるがらやれっていうども、その指示がね、指示待ちしてるんた状況でね

じきに、そこあたりも今後いろいろ詰めておく必要あるね。建設部とのあれだども、い

じいじ役所から連絡くるいじ待ってればあどもうドンドンいぐがらね。自分の家で自然

に、ねくても機械持ってきて、土嚢袋持ってきてやってけでるんだよな。そういったい

じはきっちり建設部の方であるべども、やっておいだ方がいいのがなと思うんだ。して

一人でみんな、現場いっぺ増えだばわがらねね。みんながら情報もらって、ここも崩れ

たどが、ここあったという時に、やっぱり、消防団でも誰でも連絡さねね時に、ゴーサ

イン出してもらわねえと後手後手なるっていうが、そこあたりをきっちり、これからも

また雨降っていぐべ、建設部のことも含めてだっしけど、すべて、そういったいじをち

ょっとお願い、あれしておぐ必要あるのがなと思ってだった。 

○委員長（秩父博樹） はい、福田部長。 
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○農林部長（福田 浩） 災害復旧本部が出来ますと、私も詰めてるわけですけれども、

まず先に消防団が行って、大体の箇所が分がってで、ついています。そこから無線が入

ってきてまして、その時の判断というのは、もうとにかくやれっていう判断が、まず本

部としては出ています。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございますでしょうか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） なければ、質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論はありませんか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） 討論なしと認めます。 

  それではお諮りいたします。本件につきましては、原案のとおり可決することにご異

議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） ご異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

以上で、農林部所管の審査は終了いたしました。 

ここで、説明員入れ替えのため、暫時休憩いたします。再開時刻は、３時半といたし

ます。 

          午後  ３時２０分 休  憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

          午後  ３時２６分 再  開 

○委員長（秩父博樹） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

  はじめに、高橋経済産業部長から挨拶があります。高橋部長。 

○経済産業部長（高橋正人） 企画産業常任委員会経済産業部の委員会審査にあたり、一

言ご挨拶をさせていただきます。 

私個人としては、４月に部長を拝命して以来２ヶ月半が過ぎようとしております。委

員各位におかれましては、引き続きご指導ご鞭撻賜りますようよろしくお願い申し上げ

ます。 

さて今年度、企業商工課においては、新たな事業として地域の商店街の活性化と持続

的発展のため、地域商店街元気づくり事業に取り組むこととしており、今年度は現地調



- 32 - 

査やアンケートを実施し、現状の把握と課題の分析を行い、今後の事業の検討を進める

こととしております。 

また、大仙市における新たな創業の支援として、創業支援事業に取り組んでおります

が、３０年度では既に事業に取り組んでいる方が新たな分野へ進出する際の支援も新た

に盛り込んでおります。 

また、議会初日には議員の皆様に新たな工業団地の選定について説明をさせていただ

きました。今回地形測量に係る補正予算をお願いしておりますが、今年度は基礎調査を

進める予定となっております。 

観光交流課においては、国際交流事業として、唐津市との友好交流協定締結１０周年

を記念した事業を実施することとしており、１０月１２日には記念式典を予定しており

ます。委員各位には改めてご案内をさせていただきます。 

また、花火産業構想アクションプラン関連事業では、花火創造企業が市からの支援を

受けて炭粉砕施設の整備を１１月末稼動に向けて進めております。 

さらには観光ＰＲイベントとして、有楽町での「大仙市ふるさとフェア」を始めとす

る大仙市のＰＲに努めてまいります。 

それでは、ここで少しお時間をお借りして、本日配布しました資料について説明をさ

せていただきたいと思います。 

平成２９年度の花火振興事業特別会計収支決算書、配布させていただいております。 

平成３０年第１回定例会の常任委員会におきまして、花火会場環境整備事業負担金、

２，０００万円の支出について、全国花火競技大会の決算書の提出を求められておりま

した。この度、決算が確定しましたので、決算書を配布しております。まずは１ページ

目をご覧ください。 

収入の部となりますが、４款の負担金でございますが、予算としては、２，０００万

円としておりましたが、決算は、１，９９０万円となっております。捲って頂いて、２

ページをお願いいたします。 

こちらは支出の部となりますが、２款観覧会場部会費の２項会場費、ここの決算額が、

４，０３０万５，７３５円となっておりますが、この中に大仙市から負担金１，９９０

万円が整備費として入っております。 

続いて、資料３ページ目は、当初の２，０００万円の分の協定書、捲って頂いて、４

ページ目は、減額後の１，９９０万円の変更協定書となってございます。 
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資料の説明は以上とさせていただきまして、最後になりますが、本日は両課の補正予

算について、この後、担当課長よりご説明を申し上げますが、よろしくご審議の上、ご

承認賜りますようお願いを申し上げ私からの挨拶とさせていただきます。本日はよろし

くお願いします。 

○委員長（秩父博樹） ありがとうございました。それでは引き続き審査に入ります。 

  経済産業部所管分について、当局の説明を求めます。はじめに、小松企業商工課長。 

○企業商工課長（小松正美） 議案第７６号「平成３０年度大仙市一般会計補正予算（第

１号）」の歳出について、ご説明申し上げます。 

 資料ナンバー２、平成３０年度大仙市補正予算、歳出の１３ページと資料ナンバー２

－１、主な事業説明書の９ページと１０ページです。    

  はじめに、９ページをお願いします。 

  ７款商工費、１項商工費、２目商工振興費、２２事業工業団地管理費、５１３万円を

補正し、補正後の額を５１９万９千円とするものであります。 

 今回の補正に計上する５１３万円は、昨年度の工業団地適地調査により、最も評価の

高かった西根地区の土地において、工業団地整備を進めるための「地形測量業務」の委

託についてであります。 

  大仙市では現在提供可能なのは、西仙北地域の北野目工業団地と南外地域の西ノ又工

業団地の２カ所のみで、誘致を検討している企業に対して紹介できる土地等が不足して

おります。 

  今後、進出希望企業の諸条件に合う工業団地の整備が企業誘致成功の必須要件である

ため、企業受入れ体制の基盤整備をするものであります。 

  測量項目としましては、「基準点測量」と「地形測量」で、工業団地の基本計画作成

に向けた取り組みを行うものです。 

 次に、１０ページをお願いします。 

  ７款商工費、１項商工費、２目商工振興費、２４事業工業振興奨励事業費、３０８万

５千円を補正し、補正後の額を３，３６２万１千円とするものであります。 

 今回の補正に計上する３０８万５千円は、「大仙市空き工場等再利用助成金交付要綱」

に基づき、「北斗通信工業(株)」と「(有)勇和工業」の２社が、市内の空き工場を活用

して事業規模を拡大することによる助成金の交付です。 

  この要綱による交付対象要件は、３３０平方メートル以上の空き物件を利用しての操



- 34 - 

業で、建物の取得費及び改装・改築に要した費用が２千万円をこえるもの、これには、

土地の取得費は含みません。増設の場合は、新規雇用２人以上で、助成金額は、建物の

固定資産税額の３倍、上限１千万円です。 

  今回「北斗通信工業(株)」は、花館の「山崎ダイカスト大曲工場」を「(有)勇和工業」

は、西仙北大巻の「ミツワ(株)倉庫」を取得し、工場を増設するもので、雇用の拡大と

産業の振興が図られております。 

  「北斗通信工業(株)」の助成金額は、１５６万４，９７１円、「(有)勇和工業」の助

成金額は、１５１万９，６３２円です。 

  以上で、議案第７６号、一般会計補正予算「工業団地管理費」と「工業振興奨励事業

費」についての説明をいたしました。 

 よろしくご審議のうえ、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○委員長（秩父博樹） 説明が終了いたしました。これより質疑を行います。 

  質疑のある方は、挙手の上お願いいたします。はい、冨岡委員。 

○８番（冨岡喜芳） 北斗通信工業、今工事してるようですけれども、大体工事費という

のはどれくらいの額なってますか。事業費というか、工事費というか、もし分がれば。 

○委員長（秩父博樹） はい、小松課長。 

○企業商工課長（小松正美） 工事費はちょっとまだこちらで把握してません。用地取得

費と建物の取得費、合わせて４千万、それだけは把握してますが、ちょっと待ってくだ

さい。あります。 

○委員長（秩父博樹） ちょっと休憩します。 

          午後  ３時３５分 休  憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

          午後  ３時３５分 再  開 

○委員長（秩父博樹） はい、再開します。小松課長。 

○企業商工課長（小松正美） 建物に関しては、３，６００万円。その中に入る機械装置

で、３，２００万。あとは、用地とか取得費が４千万。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございますでしょうか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） つぎに、観光交流課所管の説明を求めます。大沼観光交流課長。 

○観光交流課長（大沼利樹） 議案第７６号「平成３０年度大仙市一般会計補正予算（第
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１号）」の内、観光交流課所管分についてご説明致します。 

  資料ナンバー２補正予算〔６月補正〕の８ページをご覧ください。 

 はじめに歳入では、１４款国庫支出金、２項国庫補助金、４目商工費国庫補助金、１

節商工費補助金に東北観光復興対策交付金として、３８１万円を補正するものでありま

す。 

  内容につきましては、歳出でご説明いたします。 

 次に歳出では、資料ナンバー２補正予算〔６月補正〕の１３ページと資料ナンバー２

－１の補正予算（案）６月補正（一般会計第１号）の主な事業説明書１１ページをご覧

願います。 

 ７款１項４目観光費、１３事業インバウンド観光事業費につきまして、４７６万２千

円を補正し、補正後の額を２，７７６万円とするものであります。 

 本事業は、国の東北観光復興対策交付金を活用し、近隣自治体と連携しながら外国人

観光客の増加、滞在期間の増加を促進し地域経済の活性化を図る目的として実施する事

業であります。 

  ３月定例会の当初予算において、本市・仙北市・美郷町との連携事業である「インバ

ウンドサイクリングコース活用事業」及び、本市・秋田市・男鹿市・仙北市との連携事

業である「秋田中央横軸連携ＦＩＴ受入モデル地域整備事業」の２事業について予算の

ご承認をいただいておりますが、３月下旬の交付申請時の内容からプロモーション旅費

経費など一部減額での交付決定となったため、２事業については、事業説明書の下段の

事業の概要のとおり当初予算額の減額をするものであります。 

  減額の内容につきましては、「インバウンドサイクリングコース活用事業」について

は、海外のセールスプロモーション、ＰＲイベント等に参加する旅費の一部減額、及び、

自転車を楽しむようなイベントツアー委託費の一部減額となっております。 

  「秋田中央横軸連携ＦＩＴ受入モデル地域整備事業」については、２９年度実施した

エリア内のタクシー周遊モニターツアーの更なる磨き上げ検証委託費が減額されたもの

です。 

  また、昨年４月に開催された、国際花火シンポジウム関連事業の趣旨を継承する新規

事業が採択になり、『「花火のまち大仙」インバウンド誘客事業』として、市内開催の

特色ある花火イベントにあわせて海外メディアや海外旅行エージェント（会社）等を招

聘し、海外への情報発信強化と外国人旅行者向けの旅行商品造成等を目指すこととして
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おり、事業実施に必要となる予算を計上するものであります。 

  事業内容といたしましては、台湾・タイのメディア及び旅行会社を、１０月開催の「大

曲の花火～秋の章～」及び、来年２月の「刈和野の大綱引き」に招聘し、他の観光資源

を組み合わせた周遊強化を図り情報発信に努めるとともに、次年度以降の旅行商品造成

に結び付けることとしております。また、昨年国際花火シンポジウム開催に合わせ整備

した多言語仕様の案内看板等の未整備箇所について、ＪＲ大曲駅を中心に整備し、外国

人観光客に対応してまいりたいと考えております。 

 なお、本事業の財源として東北観光復興対策交付金３８１万円を充当しております。 

  次に、資料ナンバー２補正予算〔６月補正〕の１３ページをご覧願います。 

 ７款１項４目観光費、３３事業協和地区温泉管理費につきまして、９９７万４千円を

補正し、補正後の額を１，８２９万円とするものであります。 

  これは、昨年協和温泉「四季の湯」の浴室天井板が経年劣化により一部剥がれました。

落下の危険性があるために、緊急措置として、天井下部に落下防止ネットを設置し、温

泉利用者にご迷惑がかからないよう営業をしております。 

  ３月定例会の当初予算においてご承認いただきました、浴室天井張替実施設計業務に

おいて、利用者の安全性を考慮し、新たな工法での天井設置の設計を行い、額が確定し

たことにより、設置工事費及び工事監理委託費を計上するものであります。 

  改修方法につきましては、現在の天井の板張りを全面撤去の上、桁部分の梁に水平天

井を施し、換気設備を設置するものであります。 

  この工法により、浴室の洗い場付近の寒さ対策が図られます。また、将来的にメンテ

ナンスも考慮した改修であります。 

  工期につきましては、約１カ月かかることから、四季の湯からの提案で、農繁期の９

月が最適な時期であるとの回答を得ており、９月末日を最終工期として張替工事を実施

したいと考えております。 

  なお、四季の湯を約１カ月休止するため、営業に支障が出てくることに伴い、昨年度

の同時期の実績を考慮し、休業補償を１２月定例会に予算計上したいと考えております。 

 以上で説明を終わります。よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い致します。 

○委員長（秩父博樹） 説明が終了いたしました。これより質疑を行います。 

質疑のある方は、挙手の上お願いいたします。はい、橋村委員。 

○２７番（橋村 誠） 実際のところ、ここ数年、何年でもいいんだけれども、外国人観
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光客の数。動向ってわがる。 

○委員長（秩父博樹） はい、大沼課長。 

○観光交流課長（大沼利樹） 宿泊者数の統計がありまして、それの部分につきましてで

すが、県内で外国人の宿泊が昨年度は２万４，５５０人。そのうち大仙市の宿泊人口と

しましては、昨年で３，３５９人が宿泊されております。前年、平成２８年度と比べま

しても約１，１００人くらい増加してると、年々増加してるようです。シンポジウムの

関連もありますけれども、宿泊者数につきましては、統計を取っているところでは、年々

上がっているということです。 

○委員長（秩父博樹） ほかにございますでしょうか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） それでは、無いようですので、以上で、経済産業部所管分に対す

る質疑を終結いたします。なお、討論・表決につきましては、最後に一括で行います。 

ここで、説明員入れ替えのため、暫時休憩いたします。再開時刻は、５５分といたし

ます。 

          午後  ３時４５分 休  憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

          午後  ３時５４分 再  開 

○委員長（秩父博樹） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

  議案第７６号「平成３０年度大仙市一般会計補正予算（第１号）」を再び議題といた

します。 

  これより討論を行います。討論はありませんか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） 討論なしと認めます。 

  それではお諮りいたします。本件につきましては、原案のとおり可決することにご異

議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） ご異議なしと認め、本件は原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

 

○委員長（秩父博樹） 次に、閉会中の継続審査および調査の申し出にかかる事件につい
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てをお諮りいたします。 

お手元に配付いたしました事件につきましては、議長に対し、閉会中の継続審査およ

び調査の申し出をいたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） ご異議なしと認め、そのように決定いたしました。 

 

○委員長（秩父博樹） 次に、委員派遣の承認要求についてお諮りいたします。 

７月２３日から２５日までの期間、所管する事項について行政視察を行うため、議長

に対し、委員派遣の承認要求をいたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） ご異議なしと認め、そのように決定いたしました。 

以上で、当委員会に審査付託となりました事件の審査は、すべて終了いたしました。 

なお、本委員会の「審査報告書」及び「委員長報告」の案文につきましては、委員長

にご一任願いたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（秩父博樹） ご異議なしと認め、そのように決しました。 

これを持ちまして、企画産業常任委員会を閉会いたします。お疲れ様でした。 

          午後 ３時５６分 閉  会 
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